






















































深刻な状況である。奈良県茶の栽培面積は、昭和 60 年に 1530ha あったものが、平成 27 年には
726ha へとほぼ半分に減少していることがわかっている。これは、宇治茶を生産する京都府では、昭
和 60 年に 1730ha であったのが、平成 27 年に 1580ha となっているのに比較しても深刻な現象であ
る。また、それと同時に茶栽培農家数についても、昭和 60 年度では、4270 人であったのが、平成 27


















表 1 平成 25 年産一番茶の共販取引実績
（近畿農政局 生産部園芸特産課「近畿における茶の生産・消費等の状況」5）より）
資料：日本農業新聞（平成 25 年 7 月 11 日）
（前年比は増減、▲はマイナス）
数 量 平均単価
（t） 前年比（％） （縁/kg） 前年比（％）
平担地区 116.9 ▲8 1,575 ▲ 7
滋 賀 県 山間地区 57.7 9 2,877 ▲ 4
計 174.7 ▲3 2,006 ▲ 3
京 都 府 1,022.3 ▲6 2,863 ▲ 8
奈 良 県 520.0 ▲5 1,500 ▲15



















このイベントは、10 月頃の週末、近鉄奈良駅前の行基広場にて、10 時から 15 時ころまでの 5時間
ほどで実施している。この会場は屋根があるため、天候に左右されずに実施が可能となっている。
2015 年イベントの参加者メンバーは、茶農家 3名（1名補助）、土地改良区 2名、近畿農政局 12 名、
奈良県 3名、奈良市 2名、山添村 3名、山添村観光協会 1名であった9）。2016 年イベントの参加者メ
ンバーとしては、茶農家 5名、平安女学院大学 6名（英語通訳 2名、中国語通訳 2名、統括 2名）、
土地改良区 3名、近畿農政局 12 名、奈良県 6名、奈良市 2名、山添村 2名であり、トータルの参加
人数も増加している。必要となる備品類、会場の手配などは、各機関で手分けをして行っている。
2015 年、2016 年のイベントでは、緑茶の冷茶、和紅茶、温かい煎茶を呈した。紙コップベースで








































アンケート実施期間 2016 年 10 月 15 日
試飲開始の 10 時から試飲終了 15 時まで
回答数 253 名
大和茶ブランドの知名度 県内 県外（海外含む） 合計
① 大和茶を知らなかった 度数 18 107 125
地域別％ 16.7% 73.8% 49.4%
② 大和茶は知っていたがほとんど飲まない 度数 55 28 83
地域別％ 50.9% 19.3% 32.8%
③ 大和茶は日頃から飲んでいる 度数 35 10 45
地域別％ 32.4% 6.9% 17.8%
大和茶の認識 県内 県外（海外含む） 合計
① 大和茶を知らなかった 18 107 125
大和茶を知っている（②+③） 90 38 128
県内 県外（海外含む） 合計
① 日頃から飲みたい 59 54 113
これから ② たまには飲みたい 43 77 120
③ ほとんど飲まないと思う 6 13 19

























①料理 41 55（4） 96
②菓子 48 59（4） 107
加工してほしいもの ③サプリ 4 4（4） 8
④その他 2 6（0） 8
⑤なし 13 21（1） 34




今後大和茶を 県内 県外（海外含む） 合計
① 日頃から飲みたい 7 39 46
② たまには飲みたい 9 57 66
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上記で学んだ知識をもとに、地元の茶農家の女性部のメンバーが今まで培ってきたノウハウを発揮

























2016 年 9 月 18 日（日）『湖畔の里つきがせ』において、毎
年恒例の『ジャンボかぼちゃ祭り』が開催されました。雨の
降る中でしたが、たくさんの人で賑わいました。





























2） 奈良県大和茶研究センターにおける 2017 年 4 月 27 日実施のインタビュー調査より。




5） 近畿農政局生産部園芸特産課「近畿における茶の生産・消費等の状況」平成 25 年 8 月 http://www.maff.go
.jp/kinki/seisaku/kaigi/zadankai/pdf/4th_zadankai_siryou2.pdf 2017/10/04 アクセス
6） また、2017 年には 11 月 11 日に実施されることが決定している。
7） 2017 年には京都大学も参加予定となっている。
8） 平成 2016 年 10 月 6 日付の企画書は前年を踏襲した記載となっている。
9） 平安女学院大学からも当日 1名参加した。
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12）奈良市の山村活性化支援交付金の事業評価報告書の公表については、奈良市ホームページ http://www.city.
nara.lg.jp/www/contents/1469146125035/index.html 参照 2017/11/26 アクセス
13）表 7 における自由記載内容のまとめ上位 4つについては、地元の女性部メンバーが自分たちで製造販売する
という観点から、現状では開発が難しく、今後の課題として次年度以降の検討課題となっている。
14）稲刈りイベントと称した農家民泊体験にて、月ヶ瀬村の茶農家宅に平安女学院大学の学生 3名が 9月 30 日か
ら 1泊 2日で宿泊し、地域との親交を深めている。
15）月ヶ瀬観光協会 最新情報 ホームページより http://www.tsukigasekanko.jp/info1/2011102024/ 2017/10
/11 アクセス
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Challenges for Sustainable Local Resource Management
of Tea Farming
̶ Case Study of the Yamato-Cha Produce Event and
Tea Product Development ̶
YAMAMOTO, Yoshika・SHIMIZU, Natsuki
The Yamato-Cha is produced mainly in the Yamato Highlands of Northeast Nara. In this area the
temperature difference is intense between morning and night, because the altitude is 300 meters
above sea level. In this paper we show the approach in which the brand image of Yamato-cha was
created through the events produced by many different organizations. We analyzed the written
surveys conducted at events in 2015 and 2016. The survey indicated that the market needs sweets
and food made with green tea powder of Yamato-Cha. A collaboration contract was signed by Heian
Jogakuin University and Tsukigase-Kyogikai. The students and local farmers are collaborating to
develop new tea products.
Key Words: Japanese green tea, local resource management, sustainability, product development,
branding image strategy
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